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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場西側の車庫前（駐車禁止の路面表示があると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ころ）は、火災や災害が発生した場合、緊急車両（消
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防指令車・消防ポンプ自動車）が出動する際、支障
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を来さないために平日･休日の昼夜を問わず終日全面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駐車禁止になっています。
　特に夜間において、緊急車両の車庫前に駐車中の車両のため、出動に手間取ることがおきています。
　役場及び役場施設を利用のみなさまには、所定の場所に駐車されるよう、ご協力をお願いします。

　『消火栓』や『防火水槽』は道路や歩道などに設置

されています。標識を掲げていたり、路上や蓋にマー

キングされているものもあります。

　消防団が定期的に、これらの『消火栓』や『防火

水槽』の点検を行い、火災が発生しても対応できる

ようになっていますが、火災が発生したときに『消

火栓』や『防火水槽』付近に駐車している車両が障

害となることもあります。

　一刻を争う消火活動に、みなさまのご理解とご協

力をお願いします。

　8月 31 日（日）に町内各地区において、防災

訓練が実施されました。

　防災訓練は、いつ、どこで起きるか予測できな

い地震による被害を最小限に食い止め、町民のみ

なさんが災害時の心構えと、発生時の判断力や行

動力を身につけてもらうために実施しています。

　各地区とも役員、消防団員以下大勢のみなさん

が参加し、猛暑の中、避難訓練や消火器による初

期消火訓練、消火栓を使った水出し訓練、救命救

護訓練等を行いました。
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本
年
３
月
に
策
定
が
完
了
し
、
各

戸
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
昭
和
町
男

女
共
同
参
画
行
動
計
画
「
共
に
生い

き

活い

き
輝
け
昭
和
」
を
推
進
す
る
委
員

会
が
、
去
る
８
月
20
日
に
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

　

昨
年
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ま
に

は
、
意
識
調
査
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果

を
月
々
の
広
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
一
例
と
し

ま
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
知

っ
て
い
ま
す
か
の
質
問
で
は
、
そ
の

言
葉
を
始
め
て
聞
い
た
と
答
え
た
方

が
約
40
％
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
を
男
ら
し
く
女
ら
し
く
育
て
る

こ
と
に
は
賛
成
で
す
か
反
対
で
す
か

の
質
問
で
は
、
賛
成
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成
ま
で
を
含
め
る
と
約
61

％
で
、
反
対
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

反
対
の
方
の
約
18
％
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
少
子
高
齢
社
会
、
国
や
地

方
も
財
政
危
機
、
経
済
状
況
の
混
迷

等
々
の
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
制
定
し

ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
を
構

築
す
る
活
動
は
、
全
て
の
都
道
府
県

で
最
重
要
優
先
課
題
と
し
て
取
組
ま

れ
て
お
り
、
本
県
の
多
く
の
市
町
村

で
も
す
で
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
は
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
必
ず

枯
れ
る
、
と
田
辺
聖
子
さ
ん
は
云
っ

て
い
ま
す
。

　

夫
は
「
妻
は
言
わ
な
く
て
も
分
か

っ
て
い
て
く
れ
る
」
と
信
じ
、
妻
は

「
夫
は
一
生
涯
私
た
ち
家
族
を
養
っ

て
く
れ
る
」
と
思
っ
て
い
た
こ
ろ
の

男
女
役
割
分
担
は
良
き
時
代
の
こ
と

と
し
て
、
現
在
の
社
会
情
勢
に
目
を

向
け
て
み
ま
す
と
、
夫
の
企
業
の
終

身
保
障
な
る
も
の
は
改
訂
さ
れ
、
リ

ス
ト
ラ
の
対
象
に
な
ら
な
い
保
障
は

な
く
、
ま
た
多
く
の
家
庭
が
共
稼
ぎ

で
あ
り
、
男
女
が
共
に
必
要
な
そ
の

時
々
に
水
を
や
り
、
日
に
あ
て
、
草

ぬ
き
を
し
て
、
２
人
で
手
を
か
け
続

け
て
や
っ
と
成
熟
し
た
愛
が
育
っ
て

ゆ
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
町
で
は
、
女
と
男
と
が
築
き

あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ

ー
マ
と
し
て

の
４
つ
の
分
野
に
し
て
、
計
画
と
目

標
を
明
確
に
し
、
実
践
し
て
い
き
ま

す
。

　

基
本
的
に
は
、「
女
だ
か
ら
」「
男

だ
か
ら
」
の
今
ま
で
の
ふ
る
い
し
き

た
り
や
慣
習
を
無
く
し
て
、
お
互
い

を
思
い
認
め
る
、
男
女
平
等
と
一
人

一
人
の
個
人
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く

り
で
あ
り
ま
す
。

　

女
性
は
積
極
的
に
社
会
に
で
て
、

男
性
は
と
も
に
家
事
を
担
い
、
男
女

が
垣
根
を
作
ら
ず
に
多
種
多
様
な
生

き
か
た
が
、
男
女
と
も
に
可
能
な
社

会
に
し
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
は
一

朝
一
夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
ず

自
分
が
実
行
し
て
み
る
（
個
人
）
そ

し
て
家
族
や
仲
間
に
話
し
て
み
る

（
家
庭
）
さ
ら
に
、
社
会
と
の
接
点

を
広
げ
て
（
地
域
や
町
全
体
に
）
町

づ
く
り
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
昭
和
町
が
進
め
て
い
ま
す

地
域
情
報
化
推
進
計
画
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
トW

eb

の
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う

に
、
多
く
の
み
な
さ
ん
と
手
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
参

画
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
ご
協
力

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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☎

平成14年2月～平成14年3月生まれのお子さん
　　　　　 及び前回未受診のお子さん　

母子手帳・1歳 6か月児健康質問票・健康保険証・
　　　　　印鑑

　今年まだ結核レントゲン検査を受診されていない人は、こ
の機会に受診してください。対象者には通知と受診票を郵送
いたします。

　

＊勤務先・学校・病院など他の機関で検査を受けた人は、町
　の検診を受診する必要はありませんが、その場合は必要事
　項を記入して受診票を町へ提出してください。

20～ 65歳の女性で昨年検診を受け
　　　　　　　　　　  なかった人

触 診→ 30歳以上の女性
　　　　　 　　　　　  マンモグラフィ→ 50歳以上の女性

1日につき 90人
触 診→ 1日につき 100 人

　　　　　　　　　　  マンモグラフィ→ 1日につき   35 人

＊子宮がん検診受診票も交付できます。印鑑をお持ちください。

　

＊母子手帳の交付を希望される人は、印鑑をお持ちください。

＊一般健康相談は 40歳以上の人を対象に血圧測定、尿検査、
　栄養相談などを行います。また、乳幼児の身体計測も行い
　ます。
＊子宮がん検診のお申込みを受付けています。
＊印鑑をお持ちください。

　

　平成15年7月生まれのお子さん
　母子手帳・筆記用具・バスタオル

＊予防接種及び神経芽細胞腫検査の説明と予診票等の配布

　母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・バス
　　　　　タオル

☎

昭和町にお住まいの子育て中のお母さん
＊保健師がご相談をお受けします。育児についての悩みや不
　安がありましたら、お気軽にお出かけください。
＊総合会館で実施する日にはお子さんの身体計測も行います。
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　10 月 1日（水）
　　　午後 1時 30分～ 4時
　町長室

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　1日・8日・15日・22日・
　　　29日の毎週水曜日
　　　午後 1時 30分～ 4時
　社会福祉協議会

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　10月 15日（水）
　　　午後 1時～ 3時
　町中央公民館 2階

　
※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）

午前 9時～午後 4時
　町中央公民館２階

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　月～金曜日は受付のみ
　　　第 2・第 4土曜日
　　　月～金曜日は
　　　午前8時30分～午後5時
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後1時30分～4時

　町総合会館 2階相談室
　
※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　10月 20日（月）
　町総合会館裏
　午後 1時～

☎

☎
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　玉木　雄介　　　　　　　　　中央公論社

　荒川　じんぺい　　　　　　　　清流出版

　大島　清　　　　　　　　　実業之日本社

　笹島　寿美　　　　　　　　　　神無書房

　白旗　史朗　　　　　　　　新日本出版社

　竹内　もと代　　　　　　　　　小峰書店

　田村　理江　　　　　　　　　　文研出版

　キャサリン・ロバーツ　　　　　　集英社

　広瀬　弦　　　　　　　　　　　ポプラ社

　尾山　理津子　　　　　　　　　ポプラ社

☎

　竜王町、敷島町、玉穂町、昭和町、田富町の 5町と県国から補助をうけ、
　平成 4年 4月 1日から業務を開始している公益的な団体です。5町に
　居住する高年齢者に就業の機会をつくり、生きがいの充実や社会参加
　の推進を図り、豊な活力ある地域社会づくりに寄与することを目的と
　しています。就業に必要な知識及び技能の取得を目的とした講習会な
　ども開催しています。

　＊軽作業（草取り、屋内外清掃、消毒等）
　＊技能（植木の手入れ、簡単な大工仕事、塗装作業、縫製等）
　＊管理（公園管理、駐車場管理、施設管理等）
　＊表具・表装（障子・襖・網戸の張り替え）
　＊筆耕（賞状書き、宛名書き、命名等）
　＊家事・援助（掃除、食事の支度、老人の話し相手等）
　ほかシルバーにふさわしいと思われる仕事

　仕事を依頼したいときはまず電話（☎ 279-6626）でセンターへご相
　談ください。必要に応じ現場と作業を確認し、見積り、契約等行います。

　健康で働く意欲があり、5町にお住まいで、原則 60歳以上でセンター
　の趣旨に賛同する方であれば会員になることができます。毎月 1回入
　会説明会を開催しています。

　 　毎月第 3月曜日　午後 1時 30分～（祝日の場合は翌日）
　　 　シルバー人材センター会議室（竜王町篠原 2644-3）
　 　筆記用具、年会費 1,500 円（互助会費 500 円含む）、印鑑、
　　　　　　本人名義の口座番号

＊説明会に参加する場合は事前にセンターに電話（☎ 279-6626）で申
　込んでください。
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青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常

に
厳
し
く
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
阻

ん
で
い
ま
す
。

　

昨
今
の
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
る

青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
の
問
題
も
、
元

を
正
せ
ば
家
庭
教
育
・
学
校
教
育
・
社

会
教
育
の
欠
陥
が
生
ん
だ
心
の
教
育
の

欠
如
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
責
任
を
も
っ
て

分
担
し
、
連
携
し
て
子
ど
も
の
心
を
育

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
全
町
民
の

願
い
で
す
。」
昭
和
町
は
、
町
を
挙
げ

て
道
徳
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
町
内
４
校
が
道
徳

の
授
業
を
公
開
し
、
学
校
で
の
子
ど
も

の
様
子
や
授
業
の
様
子
を
観
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
み
な
さ
ま
の
参
観
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◎
期
日
は
、
３
校
と
も
10
月
29
日

　

押
原
小
学
校
…
午
後
１
時
30
分
〜

　

常
永
小
学
校
…
午
後
１
時
50
分
〜

　

押
原
中
学
校
…
午
後
１
時
30
分
〜

　

西
条
小
学
校
…
６
月
18
日
に
公
開
済

　

昭
和
町
の
育
成
活
動
は
、
地
区
ご
と

に
行
わ
れ
、
地
区
の
主
体
性
と
独
自
性

を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
活
動
状
況
は
、
育
成
会
長
さ

ん
に
よ
っ
て
前
期
（
４
月
〜
９
月
）
と

後
期
（
10
月
〜
３
月
）
に
分
け
て
報
告

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
冊
子
に
し
て
、
各

地
区
へ
15
部
ず
つ
配
布
し
ま
す
。

　

他
の
地
区
の
活
動
の
様
子
を
知
る
こ

と
は
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
よ
り
活

性
化
を
促
す
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
大
い
に
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
町
高
校
生
生
活
指
導
員
（
高
生

連
理
事
）
は
、
各
地
区
か
ら
２
名
ず
つ

の
理
事
24
名
で
構
成
さ
れ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

平
素
の
活
動
は
、
地
区
で
行
わ
れ
る

育
成
活
動
に
参
画
し
、
連
携
と
協
力
を

し
な
が
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

高
生
連
独
自
の
活
動
と
し
て
は
、
生

徒
と
父
母
が
一
体
と
な
っ
て
昭
和
町
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
「
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
参
加
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
諸
行
事
に
も
中
高
校
生
が
積

極
的
に
参
加
と
協
力
が
で
き
る
機
会
を

計
画
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

覚
醒
剤
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
絶
対

に
手
を
出
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

＊
上
映
時
間
…
１
３
０
分

＊
昭
和
町
教
育
委
員
会
２
階　

相
談
室

＊
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　

私
た
ち
が
毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、食
事
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
食
べ
物
か
ら
体
に
必
要
な

栄
養
素
を
と
り
い
れ
て
い
ま
す
。
食
べ

物
で
体
そ
の
も
の
が
作
ら
れ
、
活
発
に

動
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
る

と
い
っ
た
食
生
活
で
は
、
体
が
必
要
と

す
る
栄
養
素
を
十
分
に
は
と
れ
ま
せ

ん
。

　

食
事
は
、
必
要
な
栄
養
素
を
し
っ
か

り
と
る
と
と
も
に
、
栄
養
素
が
偏
ら
な

い
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　

　

主
食
は
食
事
の
ま

　
　
　
　

と
め
役
と
な
る
も
の
で
、
米

　
　
　
　

な
ど
の
穀
物
を
主
な
材
料
と

　
　
　
　

す
る
料
理
の
こ
と
で
す
。
主

　
　
　
　

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

他
の
料
理
と
の
味
や
栄
養
の

　
　
　
　

調
和
が
と
れ
る
も
の
が
最
適

　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　

　

主
菜
は
魚
、
卵
、

　
　
　
　

肉
、
大
豆
な
ど
を
主
な
材
料

　
　
　
　

と
す
る
料
理
で
す
。
主
に
た

　
　
　
　

ん
ぱ
く
質
や
脂
肪
が
と
れ
ま

　
　
　
　

す
。
主
菜
が
不
足
す
る
と
副

　
　
　
　

菜
も
不
足
し
が
ち
に
な
る
の

　
　
　
　

で
、
主
菜
は
必
ず
一
品
そ
ろ

　
　
　
　

え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

　

副
菜
は
野
菜
な
ど

　
　
　
　

を
主
な
材
料
と
す
る
料
理
で

　
　
　
　

主
に
ビ
タ
ミ
ン
、無
機
質（
カ

　
　
　
　

ル
シ
ウ
ム
、
鉄
等
）
な
ど
が

　
　
　
　

と
れ
ま
す
。
主
食
、
主
菜
の

　
　
　
　

栄
養
面
で
の
補
強
だ
け
で
な

　
　
　
　

く
、
食
事
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

　
　
　
　

を
つ
け
る
と
い
う
役
割
も

　
　
　
　

持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
に
は
、
昼
活
動
し
、
夜

に
休
む
と
い
う
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
体
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
規

則
正
し
く
食
事
を
と
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

高
学
年
に
な
る
と
朝
食
を
抜
い
た

り
、
三
食
を
食
べ
な
か
っ
た
り
す
る
子

ど
も
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
食

事
の
回
数
が
減
る
と
一
日
に
必
要
な

栄
養
素
が
と
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
回

あ
た
り
の
食
事
量
が
増
え
て
し
ま
い
ま

す
。
一
日
に
食
べ
る
量
を
ま
っ
た
く
同

じ
に
し
て
も
、
ま
と
め
食
い
は
回
数
を

分
け
て
食
べ
る
よ
り
体
の
脂
肪
が
増
加

し
、
体
重
が
増
え
る
の
で
す
。

　

食
事
の
大

事
さ
を
十
分
理

解
し
て
い
た
だ

き
、
三
食
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食

事
を
規
則
正
し

く
と
り
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
ご
ろ
朝
夕
過
ご
し
や
す
く
な

り
、
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

建
設
現
場
で
は
、
雨
等
に
よ
る
遅
れ

を
取
り
戻
す
た
め
、
休
日
、
夜
間
も
近

隣
の
み
な
さ
ま
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
工
事
を
進
め
、
９
月

末
で
の
全
体
工
事
出
来
高
は
55
％
と
ほ

ぼ
計
画
工
程
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

校
舎
１
棟
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

が
完
了
し
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
取
り
付
け

の
ほ
か
外
部
仕
上
げ
工
事
に
入
っ
て
お

り
、
屋
根
工
事
が
終
了
す
る
と
こ
ろ
で

す
。ホ
タ
ル
の
櫓
や
ぐ
ら
も
姿
を
現
し
ま
し
た
。

校
舎
２
棟
は
屋
根
工
事
、
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
取
り
付
け
が
８
月
で
完
了
し
、
内
部

木
工
事
、
家
具
据
付
ほ
か
仕
上
げ
工
事

に
入
っ
て
お
り
、
床
暖
房
工
事
も
完
了

し
ま
し
た
。
体
育
館
棟
は
壁
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
が
終
了
し
、
屋
根
工
事
、

外
部
仕
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。電
気
・

機
械
設
備
と
し
て
は
、
内
部
配
線
配
管

の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
天
井
器

具
付
け
や
キ
ュ
ー
ピ
ク
ル
設
備
を
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

　

右
下
の
写
真
は
、
校
舎
２
棟
の
床
暖

房
工
事
の
状
況
で
す
。
す
で
に
床
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
15
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
打

設
し
、
そ
の
上
に
断
熱
材
（
ス
タ
イ
ロ

フ
ォ
ー
ム
）
を
敷
き
、
下
側
コ
ン
ク

リ
ー
ト
面
へ
の
熱
逃
げ
防
止
を
行
い
上

部
に
蓄
熱
材
パ
ネ
ル
を
敷
き
並
べ
、
発

熱
ヒ
ー
タ
ー
線
を
敷
設
固
定
後
、
6.5
セ

ン
チ
の
押
さ
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

し
ま
し
た
。
そ
の
上
を
木
の
床
材
で
仕

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
床
暖
房
は
「
蓄
熱
式
床
暖
房
」

と
い
い
、
夜
間
の
ク
リ
ー
ン
で
安
価
な

電
力
で
厚
さ
2.5
セ
ン
チ
の
蓄
熱
材
パ
ネ

ル
に
熱
を
蓄
え
、
そ
の
余
熱
を
じ
わ
じ

わ
放
熱
さ
せ
る
方
式
で
す
。
ス
ト
ー
ブ

よ
り
も
室
内
の
温
度
の
ば
ら
つ
き
は
少

な
く
、
空
気
を
汚
さ
な
い
人
に
や
さ
し

い
暖
房
と
い
え
ま
す
。

　
　

山
梨
県
立
甲
府
昭
和
高
等
学
校

　
　
　
　
　

生
徒
会
主
任　

中
村　

勉

　

７
月
12
日
か
ら
甲
府
昭
和
高
等
学
校

の
学
園
祭
で
あ
る
紫
映
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
12
日
の
開
祭
式
、
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
、
文
化
局
発
表
。
13
日
に
一

般
公
開
。
14
日
の
運
動
会
は
雨
で
順
延

と
な
り
予
備
日
の
17
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
度
か
ら
企
画
を
立
て
、
準
備
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
４
月
、
紫
映
祭
実

行
委
員
会
を
発
足
、部
門
担
当
の
教
員
、

本
部
役
員
を
交
え
、
実
施
計
画
書
を
作

成
し
ま
し
た
。
６
月
の
第
１
回
定
期
試

験
後
か
ら
準
備
は
本
格
化
し
、
毎
日
下

校
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
準
備
に
追
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
日
目
の
開
祭
式
、
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
、
文
化
局
発
表
は
県
民
文
化
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
し
た
。
文
化
ホ
ー
ル
の
大
き

な
舞
台
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
は
大
変

で
し
た
が
、
実
行
委
員
の
努
力
で
大
成

功
を
収
め
ま
し
た
。
特
に
、
本
校
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
レ
ベ
ル
の
高
い
物
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
と
も
朝

早
く
登
校
し
た
り
、
昼
休
み
を
使
っ
た

り
時
間
を
見
つ
け
て
練
習
を
つ
ん
で
き

ま
し
た
。

　

一
般
公
開
で
は
文
化
部
の
展
示
の

他
、
３
年
生
の
教
室
展
示
、
２
年
生

の
窓
絵
、
１
年
生
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
来
て
い
た
だ
い

た
方
々
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
初
め
て
同
窓
会
主

催
の
模
擬
店
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
本

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
近

隣
の
小
中
学
校
か
ら
借
り
集
め
た
50
張

り
の
テ
ン
ト
を
係
が
朝
早
く
か
ら
設
営

し
、
応
援
席
を
作
り
ま
し
た
。
各
競
技

と
も
選
手
、
応
援
団
が
一
体
と
な
り
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

学
園
祭
は
単
な
る
勉
強
の
合
間
の
ガ

ス
抜
き
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
企
画

を
立
て
、
皆
と
協
力
し
な
が
ら
準
備
し

運
営
し
て
い
く
、
生
徒
の
成
長
に
欠
か

せ
な
い
行
事
で
す
。
ぜ
ひ
来
年
は
町
民

の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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　国保被保険者　　加入世帯　2,787 世帯　　　被保険者　5,877 人　　　　平成 15年 8月末現在
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INFORMATION CORNER

【午後の部】
　　　　10月 15日～ 12月 17日（水曜日　全 9回）
　　　　午後 2時～ 3時 30分
　　　　＊ただし、11月 12日は除く
　　　　【夜間の部】
　　　　10月 15日～ 12月 17日（水曜日　全 9回）
　　　　午後 6時 45分～ 8時
　　　　＊ただし、11月 12日は除く

　町立温水プール
　町内在住の成人
　各教室 20名（定員になり次第締切ります。）
　利用回数券（3,000 円）と上履き（ヒモ等で調節で

　　　　き底が厚めのもの）をご用意ください。
　10月 7日（火）午前 10時から受付します。

　　　　（電話での受付も可能）
　　　　町立温水プール（☎ 275-9811）

　荒川水源上流域の奥御岳水源林を歩きながら、紅葉を楽し
みませんか。（徒歩約 4㎞）

　10月 25日（土）　午前 8時～午後 4時
　先着 80名（参加費無料・弁当持参）
　10月 6日（月）～ 15日（水）
　電話でお申込みください。
　甲府市水道局浄水管理課（☎ 251-8111）

　寒波に備え、各家庭の給水装置の防寒診断を、甲府市水道
局職員が無料で行います。

　10 月 6 日（月）～ 17 日（金）に電話でお申込
　　　　　みください。（先着 150 世帯）

　11月～ 12月
　　　　　（診断日時等については、事前に文書で連絡します。）

　甲府市水道局企画経営課
　　　　　（☎ 228-3311 内線 311）

　スタティックストレッチングは、筋肉や筋肉と骨を結ぶ腱
を無理なく気持ちよく伸ばすことによって、硬くなった体の
柔軟性を高めることがよく知られた効果ですが、むしろ注目
していただきたいのは、次のことです。

　この機会にぜひ、専門的知識をもった先生といっしょにス
タティックストレッチングを試してみてください。

　10月 16日～ 11月 6日（毎週木曜日　4回）
　　　　午後 7時 15分～ 8時
　　　　＊ 5分前までにお集まりください。

　町立温水プール 2階　ミーティングルーム
　20名
　曽根　真由美先生
　無料（ただし、施設利用回数券が必要です。）

　　　　＊回数券（大人用 12枚つづり 3,000 円、高校生 10
　　　　　枚つづり 1,000 円）は、プールのフロントで販売
　　　　　しています。

　タオル
　動きやすい服装
　10月 7日（火）午前 10時から受付します。

　　　　（電話での受付も可能）
　　　　町立温水プール（☎ 275-9811）

　子育て支援・住民の健康づくりに関する計画を策定します。
　委員としてみなさんのご意見をお聞かせください。

　町内在住の 20 歳以上の子育てや健康づくりに関
　　　　　心のある方

　2名
　400 字詰め原稿用紙 2～ 3枚に、

　　　　　のいずれかのテーマで論述し、役場いきいき健康
　　　　　課（押越 542-2　☎ 275-2111 内線 251）までお
　　　　　送りください。

　10月 25日（土）消印有効

　昭和町内にマイホームを新築、購入、増改築する勤労者の
ために住宅資金を低利で融資する制度です。

　勤続 3年以上、前年度収入 250 万円以上の方で、
　　　　　町内に自己の住宅を新築、改築、増築、購入する
　　　　　勤労者

　新築・購入……最高で 700 万円
　 　 　　増築・改築……最高で 500 万円

　固定金利　年 2.10％
　最長 20年　最終年齢は 71歳未満
　取得する建物・土地
　労働金庫の定める保障機関

　 　 　　（担保提供者は連帯保証人となります。）
　役場産業課農政振興係（☎ 275-2111 内線 243）

　 　 　　中央労働金庫甲府支店（☎ 235-3431）
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✿

✿

西
条
二
区　

加
賀
美　

偲し
の　

（
純

一
）

西
条
二
区　

寺
山　

明め
い
か華　
（

潤

）

西
条
二
区　

横
森　

蒼あ
お
い生　

（
隆　

行
）

西
条
二
区　

米
山　
　

海か
い　

（
竜

也
）

西
条
二
区　

小
池　
　

凪な
ぎ　
（
映　

之
）

西
条
二
区　

長
山　

飛ひ
ゅ
う雄　

（
雄

大
）

清
水
新
居　

五
味　

泰た
い
き紀　
（
俊　

正
）

清
水
新
居　

本
間　
　

蘭ら
ん　

（
信

幸
）

押

越　

秋
山　

開か
い
し志　
（　

徹　

）

押

越　

⻆
野　

楓ふ
う
た太　
（

勝

）

河
東
中
島　

大
森　

結ゆ

い衣　
（
啓

庁
）

築
地
新
居　

三
神　

映え
い
と人　
（
佳

也
）

河

西　

小
林　

詩し
お
り織　

（
康

博
）

上

河

東　

國
友　

麻ま

い衣　
（
和

善
）

上
河
東
二
区　

芦
沢　

心こ
こ
な那　

（　

厚　

）

♥

♥

西
条
二
区　

河
野　

泰
尚
◎
渡
邊　

真
理

西
条
二
区　

手
塚　

玄
基
◎
横
田　

智
恵

西
条
新
田　

小
林　

章
三
◎
真
壁　

君
枝

西
条
新
田　

雨
宮　

　

敬
◎
清
水　

千
弥

河
東
中
島　

保
坂　

哲
広
◎
相
澤　

千
史

飯

喰　

堀
内　

　

健
◎
向
井　

香
織

河

西　

市
川　

大
介
◎
⻆
田
い
づ
み

上
河
東
二
区　

野
田　

雅
史
◎
安
倍　

和
恵

　山梨県最低賃金は、現在の のまま据え置
かれることになりました。
　最低賃金制度は、国が賃金の最低限度を定めることにより、
労働条件の改善、労働者の生活の安定、労働力の資質向上を
図ること等を目的としています。この最低賃金は、産業別最
低賃金が適用される労働者を除き、常用・臨時、パート、ア
ルバイトなどの雇用形態、性別、年齢を問わず県内の事業場
で働く全ての労働者に適用されます。
　なお、産業別最低賃金（電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品、デバイス製造業最低賃金、及び自動車・同附属品
製造業最低賃金）の改正については、現在、山梨地方最低賃
金審議会で審議中です。
　最低賃金についての問合せは、山梨労働局賃金室（☎
252-4859）または最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

西
条
一
区　

河
野
き
く
ゑ　
（
堀
内
繁
文
）

清
水
新
居　

今
村　

健
一　
（
茂　

子
）

築
地
新
居　

小
林　

民
示　
（　

學　

）

　10 月 11 日（土）から 17 日（金）までの 7日間は、『違
反建築防止週間』です。
　この期間中に、県内全域で一斉公開建築パトロールを実施
します。
　県や市町村の職員などが、建築工事現場への立入調査を行
いますので、ご協力をお願いします。
　また、建物を新築したり増築したりする時には、事前に建
築確認を受けないと原則建てることができません。また、一
定の規模または用途の建物については、工事の途中で中間検
査を受け、合格しないと工事を進めることができません。そ
して、建物が完成したら、完成検査を受けなければなりません。
　違法建築のない、住みよい街をつくりましょう。詳しくは、

☎ までお問合せください。

　10月 1日（水）　午前 10時～午後 4時
　岡島ローヤル会館 8階ゴールドルーム

　 　　（甲府市丸の内一丁目 21番 15号）
　＊交通事故損害賠償関係

　　　　　＊土地・建物賃貸関係
　　　　　＊貸金・売買代金・手形関係
　　　　　＊相続財産・夫婦・家庭内の紛争
　　　　　＊サラ金の返済関係、その他

　民事・家事調停委員
　　　　　（弁護士である調停委員を含む。）

　山梨調停協会甲府支部
　甲府地方・家庭裁判所
　甲府地方・家庭裁判所事務局総務課庶務係

　 　 　　（☎ 235-1131　内線 2521）
　予約制ではなく、先着順となります。

　10月 30日（木）　午後 5時 30分～ 6時 30分
　　　　

　山梨大学附属図書館医学分館（山梨大学玉穂キャン
　　　　パス）2階第 3閲覧室

　山梨大学附属図書館医学分館
　朗　　読：玉穂町朗読サークル「ごくらくとんぼ」

　　　　音楽演奏：山縣　仁美さん（フルート）
　附属図書館医学分館　医学情報サービス係

　　　　（☎ 273-9357）

　11月 26日（水）・27日（木）
　　　　両日とも午前 8時 50分～午後 5時まで
　　　　＊ 2日間の受講が必要です。

　山梨県中小企業人材センター
　　　　（甲府市大津町 2130-2）

　130 人（定員になり次第締め切ります。）
　3,500 円
　11月 4日（火）～ 7日（金）

　　　　午前 9時～午後 4時 30分
　　　　＊ただし、4日・5日については、甲府地区消防本
　　　　　部管轄内に居住または勤務する方（勤務する予定
　　　　　のある方を含む。）を優先します。

　甲府地区消防本部　予防課査察指導係
　　　　（甲府市伊勢 3-8-23　☎ 222-1291　内線 253）

　これから年末にかけて、日没の時間が早くなり、夕暮れ時
の事故が起きやすくなります。
　ものが見えにくくなったり、注意力が低下したりしがちな
夕暮れ時には、自分からも相手からもよく見えるように、早
めにライトを点灯しましょう。
　また、交通事故を防止するために、スモールランプだけで
はなく、ヘッドライトをつけましょう。
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件　数 負傷 死者

物損 48件
（－ 24）
人身 28件
（＋   7）

38 人

（＋ 15）

0人

（± 0）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

交通安全期間以外も
安全運転です！！

　町が医療機関などに支払っ
た7月分の医療費は、約4,785
万円です。（前年同月比7.6%の
増）病気の予防は、早期発見、
早期治療が大切です。むやみ

な転医はつつ
しみ、医療費
を大切に使い
ましょう。

INFORMATION CORNER

　10月 1日（水）・2日（木）・3日（金）
　 　午前 10時～午後 4時
　 　☎ 237-2601（山梨県行政書士会事務局）
　 　5人（電話 5台）

　 　10月 18日（土）　午前 10時～午後 4時
　 　町総合会館

　＊遺言・相続に関すること
　＊農地など土地に関すること
　＊交通事故などに関すること
　＊契約・示談・協議書・行政不服申し立てなど権利義務に
　　関すること
　＊知的財産に関すること
　＊その他

　山梨県行政書士会（山梨県民会館 3階　☎ 237-2601）

　日常生活の中で、困っていること、気づいたこと、何でも
気軽に相談してみましょう。
　総務大臣から委嘱された行政相談委員は、国県および市町
村などが行っている仕事についての苦情などを受付け、中立・
公正な立場で相談者の方に助言したり、関係機関に相談の内
容を連絡することなどにより、問題解決を促進する仕事をし
ています。
　町では、行政相談委員次のとおり行政相談所を開設します。
相談は無料で、秘密は厳守します。

　10月 15日（水）　午後 1時～ 3時
　町中央公民館 2階　第 1会議室
　登記、税金、年金、道路、河川、保険、郵便、

　　　　　　交通安全、建築確認、行政機関の窓口対応など
　（氏名）小池　文男

　　　　　　（住所）紙漉阿原 2210 番地
　　　　　　（電話）275-2468

　なお、行政相談委員は上記相談日以外の日でも、次のとお
り相談を受付けています。

　毎月第 3水曜日午後 1時～ 3時まで、町中央公
　　　　　　民館において開催しています。

　自宅において、直接、または電話、手紙でも受
　　　　　　付けております。

行政相談委員についての問合せ
　山梨行政評価事務所　行政相談課（☎ 252-1496）
　役場企画行政課　行政係（☎ 275-2111 内線 211）

　国民の健康増進の総合的な推進を図るための基礎資料とし
て、国民の身体の状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明
らかにすることを目的として、平成 15 年 11 月に無作為に
抽出された西条地区において調査を行うことになりました。

　＊身体状況調査（身長・体重・血圧測定・血液検査等）
　＊栄養摂取状況調査（食事状況・食物摂取状況等）
　＊生活習慣調査（運動・栄養・歯の健康等）
　調査に協力を願う世帯には、後日甲府保健所からお願いに
伺いますのでよろしくお願いいたします。

　役場いきいき健康課健康増進係
　　　　（☎ 275-2111 内線 251・252）

　町教育委員会では、来春小学校に入学予定のお子さんを対
象とした健康診断を行います。

　10月 16日（木）　午後 1時 30分～
　町総合会館

　該当するお子さんがいるご家庭には、10 月上旬に健康診
断の実施要綱・健康調査票・家庭環境調査票・就学時健康診
断票を配布いたします。もし、通知が届かない場合は、

☎ までご連絡ください。

　児童・生徒のいじめ問題、体罰問題、親子、扶養、相続、登記、
供託、戸籍、借地、名誉、差別、私的裁判、騒音、悪臭、そ
の他人権に関することで、どこへ相談してよいのか分からな
いなどで困っている場合は相談してください。
　相談は無料で秘密は固く守られます。

　10月 24日（金）　午前 10時～午後 3時
　町中央公民館
　町人権擁護委員
　役場企画行政課行政係（☎ 275-2111 内線 211）

　昭和町西条第一土地区画整理事業に伴い番地が変更になっ
たお客様で、まだＮＴＴ東日本へ番地変更のお届けがなされ
ていないお客様は、ＮＴＴ東日本へのお届けをお願いいたし
ます。
具体的には、

変更のお届け先は、 または へお
願いいたします。
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用
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成
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、
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祉
用
具
の
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http://w
w
w
.fukushiyogu.or.jp/

findex.htm
l

）

⅓

⅓

½
½

½

½

人　口
男
女

世帯数

16,000 人（＋   5）
8,213 人（＋ 15）
7,787 人（－ 10）
6,161 戸（＋   6）
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